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会社概要 運営レストラン一覧

社名 株式会社ペッパーフードサービス

創業 昭和45年 （1970年） 2月（キッチンくに開業）

資本金
15億3282万4000円 （平成30年12月末現在）

代表者 一瀬 邦夫

所在地 〒130-0001東京都墨田区太平4-１-3

電話／FAX TEL 03-3829-3210(代表） FAX 03-3625-9250

取引銀行
三菱ＵＦＪ銀行 みずほ銀行 三井住友銀行

りそな銀行 東京都民銀行

決算期 12月

主要取引先
株式会社富士エコー・サッポロビール株式会社

コカ・コーラカスタマーセールス・エスフーズ株式会社

ﾍﾟｯﾊﾟｰﾗﾝﾁ＆ﾀﾞｲﾅｰ ：468店舗
（海外324店舗 ・ 国内140＋4店舗）

炭焼ステーキくに ：６店舗

かつき亭 ：１店舗 炭焼ハンバーグくに ：１店舗

９２’ｓＫＵＮＩ‘Ｓ ：１3店舗東京634バーグ ：１店舗

牛たん仙台なとり ：８店舗 いきなりステーキ 462店舗

武蔵ハンバーグ :2店舗 CAB STEAK ：1店舗

2019.5月末現在



ペッパーランチの優位性

「充実したサポート・運営力」 「未経験者でも開業、収益性が良い」

「今、肉需要が熱い」

●１ヶ月研修で未経験者でも、簡単に
お店を開業・運営することができます。
●クイック提供により回転率が良く、少
人数オペレーションにより人件費も抑
えられます。

和食（回転寿司）・居酒屋店業界が、厳
しい状況の中、焼き肉店・ステーキ店
業界は、好調な業績を維持しておりま
す。ＥＰＡ（日豪経済協定）により関税
軽減やＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連
携協定）により関税軽減され、更にお
肉が食べやすくなります。



地下飲食街店

フードコート店
路面店

路面店店内

ペッパーランチの店舗イメージ



理由その１

目の前で焼きあがる興奮と感動

ペッパーランチ最大の特徴は、なん
といっても約300℃に加熱された鉄
板でお客様自身が豪快にステーキ
肉を焼き上げるスタイルです。美味
しさはもちろん、目の前でジュージュ
ーと音を立てながらステーキが焼き
上がる興奮と感動を是非、体験して
みて下さい。

理由その２

徹底したお肉のこだわり

「美味しいステーキを誰もが気軽に愉しんで欲しい」

これがペッパーランチの創業以来の想いです。

だからペッパーランチでは、使用する牛肉の部位や熟成期
間などの規格やカットの仕方まで徹底した牛肉の品質管理
を行っています。「自身に魅力の無い商品は提供しない。」
これがペッパーランチのこだわりです。

理由その３

牛肉の仕入れ先

ペッパーランチでは主にアメリカのカンザス州にある牛肉加工会
社から安定的に且つ良質な牛肉を仕入れています。

ネブラスカ、アイオワ、サウスダコタ等の肉牛の飼料である良
質なトウモロコシの産地が近いという地理的メリットから良質
な牛の確保がしやすい集荷する牛の大多数がアンガス種若
しくはアンガス種の交雑であり、CHOICEGRADEの格付け比
率が非常に高い、即ち肉質の非常に良い肉が算出される工
場として有名である

理由その４

最後の一口まで熱々を

せっかく美味しいステーキも時間がたって冷めてしまって
は台無しです。

そんながっかりした経験は誰にでもあるのではないでし
ょうか？

ペッパーランチでは、20分たっても80度程度に熱が保た
れる特殊鉄皿（特許取得済）を使っているので、最後の
一口までもアツアツのステーキをお楽しみ頂けます。



ペッパーランチのお料理は、お客
様ご自身で料理するので、作り置
きがありません。従って廃棄ロス
無し。ペッパーランチのお料理は
食べ残しがほとんど無く、ごみの
量が少ないのが特徴です。

ローコストエネルギーを使用する温度センサー付電磁調理器により、CO2の発生
を抑制できます。

近年地球温暖化防止対策が叫ばれている中、ペッパーランチのセンサー機能付
電磁調理器の、高効率・低公害を特徴とするシステムは、グローバルな観点
（海外15カ国・324店出店済）からも注目されています。 （2019年5月末現在）





＊店舗物件取得費は含みません。

立地調査費 200,000円

加盟金 3,000,000円

開業準備費 2,000,000円

研修費 250,000円

保証金（食材） 1,200,000円

設計監理料 1,700,000円

内装設備工事費 12,000,000円

B 工事費 3,000,000円

厨房設備工事費 3,000,000円

看板工事費 2,000,000円

基準外工事費 1,000,000円

ライスロボ・レジ 1,552,000円

合 計 30,902,000円

ロイヤリティ 売上の３％


